
は
じ
め
に
平
成
二
○
年
六
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ア
ト
ラ
ン
タ
に
あ

る
エ
モ
リ
ー
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
に
参

加
し
た
。
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
、
ロ
ン
ド
ン
大

に
続
い
て
の
四
回
目
の
参
加
で
あ
る
。
前
回
に
引
き
続
き
、
友
人

の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
シ
ル
ク
教
授
（
ラ
イ
デ
ン
大
）
に
よ
る
「
大
乗

経
典
」
の
パ
ネ
ル
で
の
発
表
と
な
っ
た
。
当
初
は
科
学
研
究
費
の

助
成
研
究
の
関
係
か
ら
ト
ル
ポ
パ
の
大
中
観
思
想
に
関
す
る
発
表

を
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
前
年
の
師
走
に
教
授
か
ら
こ
の
パ
ネ
ル

へ
の
参
加
を
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
予
定
を
変
更
し
、
前
回

の
落
穂
拾
い
と
し
て
『
修
習
次
第
経
集
』
に
関
す
る
研
究
発
表
の

意
向
を
伝
え
た
。
す
る
と
、
す
ぐ
に
教
授
よ
り
発
表
に
利
用
す
る

よ
う
に
と
、
同
論
に
対
す
る
詳
細
な
研
究
デ
ー
タ
が
届
い
た
。
こ

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

れ
で
は
、
こ
の
研
究
に
つ
い
て
は
個
人
で
発
表
す
べ
き
も
の
と
は

思
わ
れ
な
い
の
で
、
い
ず
れ
共
同
研
究
の
形
で
発
表
す
る
こ
と
を

考
え
、
翌
年
の
「
国
際
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
会
」
の
た
め
に
用
意

し
て
い
た
レ
ジ
メ
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
前
回
の
ロ
ン
ド
ン

で
の
同
パ
ネ
ル
の
発
表
は
あ
ま
り
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
く
、

教
授
に
申
し
訳
な
い
思
い
を
引
き
ず
っ
て
い
た
の
だ
が
、
今
回
の

も
の
は
仏
教
学
だ
け
で
な
く
イ
ン
ド
の
数
学
や
チ
ベ
ッ
ト
語
の
言

語
学
に
お
い
て
も
貴
重
な
情
報
を
提
供
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
も
の
を
次
に
取
っ
て
お
く
な
ど
と
い
う
消
極
的
態
度

を
反
省
し
、
次
な
る
機
会
に
は
さ
ら
な
る
成
果
を
用
意
す
べ
き
で

あ
る
と
自
覚
し
た
。
も
ち
ろ
ん
今
回
の
発
表
に
つ
い
て
は
、
時
間

を
か
け
た
研
究
の
結
果
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
重
要

望

月

海

慧
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な
情
報
に
出
会
っ
た
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

ア
ト
ラ
ン
タ
は
、
筆
者
に
と
っ
て
の
初
め
て
の
ア
メ
リ
カ
南
部

体
験
で
あ
る
。
中
学
生
の
頃
に
観
た
ア
ー
サ
ー
・
ヘ
イ
リ
ー
原
作

の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
『
ル
ー
ツ
』
や
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
リ
ー

主
演
の
『
風
と
と
も
に
去
り
い
』
を
思
い
出
し
つ
つ
、
ボ
ブ
・
デ
ィ

ラ
ン
の
『
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
・
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
』
や
ジ
ム
・
ジ
ャ
ー

ム
ッ
シ
ュ
の
『
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ト
レ
イ
ン
』
、
ア
ラ
ン
・
パ
ー
カ
ー

の
『
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
・
バ
ー
ニ
ン
グ
』
な
ど
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

車
を
借
り
て
ア
メ
リ
カ
南
部
に
諸
都
市
に
足
を
伸
ば
し
た
い
と
思

う
の
だ
が
、
本
務
校
の
授
業
期
間
中
な
の
で
最
短
の
滞
在
し
か
で

き
ず
、
ア
ト
ラ
ン
タ
の
み
の
訪
問
と
な
る
。

前
回
の
ア
メ
リ
カ
は
、
二
○
○
○
年
に
東
海
岸
の
夕
コ
マ
に
あ

る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ル
ー
テ
ル
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
六

回
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
研
究
会
の
「
仏
教
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ー

リ
ン
グ
」
会
議
で
あ
っ
た
。
観
光
気
分
で
出
か
け
、
「
仏
教
思
想

は
環
境
問
題
に
効
果
的
作
用
を
も
た
ら
す
の
か
」
と
い
う
発
表
を

用
意
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
聴
衆
も
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
ア
ウ
ェ

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

六
月
二
三
日
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
の
デ
ト
ロ
イ
ト
空
港
は
、
二
○
○

四
年
の
第
六
回
国
際
法
華
経
学
会
参
加
の
た
め
に
ト
ロ
ン
ト
に
出

か
け
る
際
以
来
で
あ
る
。
着
陸
し
た
も
の
の
、
機
体
は
な
か
な
か

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
移
動
せ
ず
、
空
港
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
予
想
さ
れ
る
。

一
時
間
ほ
ど
の
待
機
の
後
に
、
や
っ
と
機
外
に
出
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
続
く
入
管
の
行
列
を
見
る
と
、
乗
り
継
ぎ
便
が
多
少
心
配

イ
の
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
て
散
々
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
じ

で
あ
っ
た
。
今
で
は
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ベ
ル
ト
リ
ッ
チ
の
『
リ
ト
ル
・

ブ
ッ
ダ
』
の
舞
台
に
な
っ
た
シ
ア
ト
ル
の
チ
ベ
ッ
ト
寺
院
や
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
の
訪
問
と
か
、
他
の
重
要
な
成
果
を
求
め
る
こ
と
を

考
え
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
ま
で
車
を
飛

ば
し
、
霧
の
太
平
洋
で
遥
か
遠
く
の
日
本
を
思
い
な
が
ら
傷
心
を

癒
し
た
。
ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
の
ニ
ル
バ
ー
ナ
の
拠
点
で
あ
っ
た
街

か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
隣
国
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
走
っ
て
行
っ
た
思

い
出
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
敗
北
の
記
憶
を
ど
う
に
か
払
拭

し
た
い
と
思
い
な
が
ら
身
延
の
地
を
発
っ
た
。
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に
な
る
。
荷
物
を
拾
っ
た
あ
と
も
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
カ
ウ
ン
タ
ー

の
行
列
で
あ
る
。
も
う
離
陸
時
間
で
あ
る
が
、
こ
の
状
況
で
は
す

べ
て
の
便
が
遅
れ
て
い
そ
う
な
の
で
、
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
い
。

前
回
と
同
じ
地
下
通
路
を
移
動
し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
乗
り
継

ぎ
便
が
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。

九
○
分
程
の
フ
ラ
イ
ト
で
ハ
ー
ッ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア
ト
ラ
ン
タ

国
際
空
港
に
到
着
。
地
下
鉄
で
空
港
の
出
口
に
向
か
う
と
、
バ
ッ

ゲ
イ
ジ
・
ク
レ
イ
ム
は
空
港
の
出
口
に
あ
り
、
さ
す
が
に
南
部
だ

な
と
思
う
。
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
宿
舎
に
向
か
う
と
、
デ
ュ
ア
ン
・

オ
ー
ル
マ
ン
に
よ
る
「
ホ
ッ
ト
・
ア
ト
ラ
ン
タ
」
の
リ
ブ
が
頭
の

中
で
鳴
り
響
い
て
く
る
。
タ
ー
ナ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
の
前
を
通
り
、

市
内
を
か
す
め
て
エ
モ
リ
ー
大
学
の
敷
地
内
に
入
る
の
だ
が
、
街

の
中
心
を
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
今
後
の
公
共
交
通
機
関
に
よ
る

移
動
に
心
配
を
感
じ
て
し
ま
う
。

ウ
ッ
ド
ラ
フ
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
ホ
ー
ル
に
て
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
し
て
、
部
屋
に
入
る
。
寮
の
部
屋
は
二
人
用
の
部
屋
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ッ
ド
と
箪
笥
が
備
え
付
け
ら
れ
、
バ
ス
・
ル
ー
ム

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

§

騨典溌潔癖i

鱗灘議

灘灘：

姪学
ⅡoeFDa

ウッドラフ・レジデンスの部屋
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六
月
二
四
日
ま
だ
暗
い
う
ち
か
ら
目
が
覚
め
て
し
ま
い
、
日
本

印
度
学
佛
教
学
会
発
表
の
た
め
の
ト
ル
ポ
パ
の
『
宝
性
論
注
』
を

読
む
。
今
回
の
発
表
は
前
年
に
日
本
宗
教
学
会
で
行
っ
た
も
の
の

英
語
版
な
の
で
、
前
回
の
よ
う
に
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
て
か
ら
毎

早
朝
の
二
時
間
を
用
い
て
発
表
原
稿
を
仕
上
げ
る
と
い
う
よ
う
な

心
配
は
な
い
が
、
帰
国
後
の
次
の
学
会
の
準
備
の
方
が
心
配
で
あ

る
。

学
会
は
す
で
に
前
日
に
始
ま
っ
て
お
り
、
朝
食
を
取
る
た
め
に

指
定
さ
れ
た
構
内
の
ボ
ー
ル
・
ル
ー
ム
に
向
か
う
と
、
食
事
を
終

え
た
佐
久
間
秀
範
先
生
（
筑
波
大
学
）
に
出
会
う
。
先
生
と
は
前

月
の
ソ
ウ
ル
で
の
第
四
回
韓
国
仏
教
学
結
集
大
会
で
も
一
緒
で
あ

り
、
最
初
に
出
会
っ
た
の
が
普
段
か
ら
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
先
生
な
の
で
、
と
り
あ
え
ず
安
心
す
る
。
学
会
期
間
の
食

は
隣
の
部
屋
と
共
同
で
あ
る
。
疲
れ
て
お
り
、
夕
食
に
出
か
け
る

気
に
も
な
れ
ず
、
部
屋
に
用
意
さ
れ
た
果
物
と
菓
子
、
飛
行
機
か

ら
持
っ
て
き
た
パ
ン
を
食
べ
、
す
ぐ
に
寝
て
し
ま
う
。

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

雲

:識辮

爵灘

食堂のあるコックス･ホール
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事
に
つ
い
て
は
、
学
会
参
加
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。
食
事
は
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
・
ス
タ
イ
ル
で
、
紙
の
プ
レ
ー
ト
に
サ
ラ
ダ
と
メ
イ
ン
・
デ
ィ
ッ

シ
ュ
と
デ
ザ
ー
ト
を
選
び
取
る
形
態
で
あ
る
。
食
後
に
学
会
会
場

と
な
る
建
物
に
移
動
し
、
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
何
名

か
の
知
己
の
あ
る
学
者
と
会
う
と
、
ホ
ー
ム
・
ゲ
ー
ム
を
行
う
よ

う
な
安
心
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
会
二
日
目
で
あ
る
本
日
よ
り
、
各
パ
ネ
ル
・
セ
ク
シ
ョ
ン
の

発
表
が
行
わ
れ
る
。
午
前
中
に
設
け
ら
れ
た
パ
ネ
ル
は
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
プ
レ
ビ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
「
北
米
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
学
術

的
学
習
法
」
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
リ
ー
と
エ
リ
ッ
ク
・
ゴ
ッ
デ
ル
に

よ
る
「
中
国
仏
教
の
瞑
想
修
行
と
禅
」
、
パ
ス
カ
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー

と
加
納
和
雄
と
ケ
ビ
ン
・
ヴ
ォ
ー
ス
に
よ
る
「
十
一
・
十
二
世
紀

に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
の
学
問
主
義
一
」
、
タ
ラ
・
ド
イ
ル
と
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
ギ
ー
リ
ー
に
よ
る
「
人
類
の
要
求
と
ポ
ス
ト
植
民
地

主
義
の
枠
組
み
－
１
ブ
ッ
ダ
ガ
ャ
に
お
け
る
学
術
会
議
」
で
あ
り
、

こ
れ
に
「
初
期
仏
教
」
、
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
仏
教
」
、
「
テ
キ
ス
ト
・
文
献

学
的
研
究
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

こ
の
う
ち
「
十
一
・
十
二
世
紀
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
の
学
問
主

義
」
に
出
席
す
る
。
各
発
表
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
が
カ
ダ
ム
派
全
書
に
基
づ
く
研
究
で
あ
り
、
カ
ダ
ム
派

の
祖
師
と
さ
れ
る
ア
テ
ィ
シ
ャ
を
研
究
す
る
筆
者
に
は
注
目
す
べ

パ
ス
カ
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
「
チ
ャ
パ
・
チ
ュ
ー
キ
ー
・
セ
ン
ゲ
ー

の
認
識
論
に
お
け
る
定
義
の
理
論
と
そ
の
機
能
の
起
源
」

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
シ
ュ
ト
ル
ッ
「
チ
ャ
パ
に
よ
る
国
竺
旦
己
昌
Ｏ
ｇ

と
再
品
冨
の
間
の
論
争
的
類
推
」

ド
ル
ジ
・
ワ
ン
チ
ュ
ッ
ク
「
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
ダ
の
『
中

観
荘
厳
論
』
に
対
す
る
チ
ャ
パ
・
チ
ュ
ー
キ
・
セ
ン
ゲ
の

注
釈
Ｉ
予
備
的
評
価
」

ケ
ヴ
ィ
ン
・
ヴ
ォ
ー
ス
「
初
期
カ
ダ
ム
派
に
よ
る
シ
ャ
ー
ン

テ
ィ
デ
ー
ヴ
ァ
の
『
入
菩
提
行
論
』
の
解
釈
」

加
納
和
雄
「
仏
性
論
に
関
す
る
ゴ
ク
翻
訳
官
の
教
義
的
位
置

と
初
期
カ
ダ
ム
派
論
師
た
ち
へ
の
衝
撃
」
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き
パ
ネ
ル
で
あ
る
。
同
全
書
に
つ
い
て
は
パ
ネ
ラ
ー
の
加
納
氏

（
「
ゴ
ク
・
ロ
デ
ン
シ
ェ
ー
ラ
プ
著
『
書
簡
・
甘
露
の
滴
』
」
『
高
野

山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
○
号
、
二
○
○
七
年
）
に

よ
り
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
今
回

選
ば
れ
た
文
献
が
『
中
観
荘
厳
論
』
と
『
入
菩
提
行
論
』
の
中
観

文
献
に
対
す
る
注
釈
書
か
ら
如
来
蔵
思
想
、
さ
ら
に
は
論
理
学
ま

で
あ
り
、
カ
ダ
ム
派
文
献
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
豊
富
さ
が
わ

か
る
。

午
後
に
設
け
ら
れ
た
パ
ネ
ル
は
、
「
イ
ン
ド
仏
教
の
メ
タ
倫
理
」
、

ア
イ
ア
ル
・
ア
ヴ
ィ
ヴ
と
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ク
ロ
ー
ワ
ー
に
よ
る

「
二
十
世
紀
の
中
国
に
お
け
る
仏
教
の
学
問
主
義
の
再
生
」
、
パ
ス

カ
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
ら
に
よ
る
「
十
一
・
十
二
世
紀
に
お
け
る
チ
ベ
ッ

ト
の
学
問
主
義
二
」
、
タ
ラ
・
ド
イ
ル
ら
に
よ
る
「
人
類
の
要
求

と
ポ
ス
ト
植
民
地
主
義
の
枠
組
み
二
ｌ
ブ
ッ
ダ
ガ
ャ
に
お
け
る
学

術
会
議
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
「
仏
教
と
西
洋
」
、
「
物
語
研
究
」
、

「
金
剛
乗
仏
教
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
午
後
も
同
じ
パ
ネ
ル
に
参
加
す
る
。
各
発
表
は
、

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

こ
れ
ま
で
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
研
究
の
主
流
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
な
ど
の

所
謂
メ
ジ
ャ
ー
な
論
師
の
研
究
で
あ
っ
た
が
、
研
究
の
ト
レ
ン
ド

が
そ
の
他
の
論
師
に
移
っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
仏

次
の
通
り
で
あ
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ド
レ
フ
ュ
ス
「
チ
ベ
ッ
ト
の
懐
疑
論
者
？
パ

ッ
ァ
プ
の
プ
ラ
ー
サ
ン
ギ
カ
思
想
の
予
備
的
分
析
」

吉
水
千
鶴
子
「
シ
ャ
ン
タ
ン
・
サ
グ
パ
の
中
観
の
主
張
命
題

ｅ
ミ
ミ
言
ゞ
ｓ
ミ
言
己
の
用
例
と
否
認
に
つ
い
て
」

オ
ル
ナ
・
ア
ル
モ
ー
ギ
「
ロ
ン
ソ
ム
・
チ
ュ
ー
キ
サ
ン
ポ
に

よ
る
中
観
思
想
の
細
分
析
」

ナ
サ
ニ
エ
ル
・
リ
ッ
チ
「
ロ
ン
ソ
ム
・
チ
ュ
ー
キ
サ
ン
ポ

『
弁
証
法
言
房
言
薑
ミ
ミ
）
』
と
『
真
言
（
急
ミ
昼
の
畳
層
湧
）
』

と
『
見
Ｑ
言
言
）
』
に
つ
い
て
」

ハ
イ
デ
ル
ー
ン
・
キ
ュ
ペ
ル
「
ロ
ン
ソ
ム
・
チ
ュ
ー
キ
サ
ン

ポ
の
大
域
伽
と
中
観
に
つ
い
て
」
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教
に
お
け
る
思
想
的
解
釈
の
流
れ
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
思
想
研
究
の
重
要
な
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
終
了
後
、
チ
ベ
ッ
ト
僧
に
よ
る
砂
マ
ン
ダ
ラ
作
成
開
始

の
た
め
の
儀
礼
を
見
学
す
る
。
初
め
て
目
の
当
た
り
に
す
る
儀
礼

で
あ
る
が
、
マ
ン
ダ
ラ
作
成
が
幾
何
学
的
に
計
算
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
以
前
に
記
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
僧

院
が
果
た
し
て
い
た
役
割
は
仏
教
と
い
う
特
定
の
宗
教
の
教
義
の

研
究
だ
け
で
な
く
、
美
学
・
医
学
・
建
築
学
・
言
語
学
な
ど
の
総

合
的
学
問
領
域
も
含
ん
で
お
り
、
現
代
の
総
合
大
学
と
同
じ
役
割

を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
学
問
大
系
に
支
え
ら

れ
て
、
こ
の
砂
マ
ン
ダ
ラ
の
シ
ス
テ
ム
も
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る

》
つ
。

夕
食
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
寮
に
向
か
う
と
、
交
差
点
で
た
ま

た
ま
タ
ク
シ
ー
が
と
ま
る
の
で
、
そ
れ
に
乗
り
市
内
に
走
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
亀
の
浮
木
の
嚥
例
ほ
ど
稀
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
後
に
実
感
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
フ
ァ

イ
ブ
・
ポ
イ
ン
ト
で
降
ろ
し
て
も
ら
う
。
大
都
会
の
繁
華
街
と
い

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

驚蕊蕊

溌蕊

群::錨：
D●●｡e■9

pUg

幾何学的な砂マンダラ作成法
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六
月
二
五
日
こ
の
日
も
早
朝
か
ら
目
が
覚
め
、
『
宝
性
論
注
』

を
読
む
。
八
時
に
寮
を
出
て
、
大
学
構
内
で
朝
食
を
取
り
、
学
会

会
場
に
向
か
う
と
い
う
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
は
連
日
同
じ
で
あ
る
。
午

前
中
に
設
け
ら
れ
た
パ
ネ
ル
は
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ホ
フ
と
ジ
ェ

イ
・
ガ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
に
よ
る
「
仏
教
思
想
の
分
析
と
進
展
一
ｌ

イ
ン
ド
と
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
二
諦
説
」
、
ピ
ー
タ
ー
・
ス
キ
リ

ン
グ
に
よ
る
「
ど
の
よ
う
に
し
て
上
座
部
は
上
座
部
な
の
か
一
」
、

う
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
だ
が
、
平
日
の
夕
方
と
の
こ
と
も
あ

り
、
閑
散
と
し
た
地
方
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
金
箔
を
貼
っ

た
ド
ー
ム
が
夕
日
に
輝
い
て
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
議
事
堂
の
写
真

を
撮
り
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
中
心
で
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー

ル
の
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ン
ド
に
戻
る
。
子
供
の
お
土
産
を
買
わ
な
け

れ
ば
と
も
思
う
が
、
夜
も
店
を
開
い
て
い
る
ア
ジ
ア
諸
国
と
は
異

な
り
、
そ
の
多
く
が
閉
店
を
し
て
い
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ
文
化
的

の
象
徴
の
一
つ
で
も
あ
る
コ
ー
ク
と
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
夕
食
を
取

り
、
タ
ク
シ
ー
に
て
寮
に
戻
る
。

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

■
０

．
ｆ

報･･･分ﾛ･ロ

FJ

鴬

ダウン・タウンのアンダー・グラウンド入口
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二
諦
説
に
つ
い
て
は
、
勝
義
諦
よ
り
も
世
俗
諦
の
解
釈
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
の

こ
の
う
ち
、
午
前
中
の
前
半
は
「
仏
教
思
想
の
分
析
と
進
展
一
ｌ

イ
ン
ド
と
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
二
諦
説
」
の
パ
ネ
ル
に
出
席
す
る
。

各
発
表
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
フ
ィ
オ
ダ
レ
ス
に
よ
る
「
仏
教
に
お
け
る
奇
跡

と
超
能
力
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
「
仏
教
美
術
」
、
「
仏
教
に
お
け
る

現
代
的
発
展
」
、
「
解
釈
学
・
学
問
主
義
・
注
釈
技
術
」
、
「
律
研
究
」

の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
加
え
ら
れ
る
。

ト
ム
・
テ
ィ
ル
マ
ン
ス
「
ど
れ
く
ら
い
し
た
ら
中
観
仏
教
は

世
俗
諦
を
修
正
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」

ダ
ン
・
ル
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
聡
伽
行
思
想
に
お
け
る
二
諦
の
用

例
と
意
味
」

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ブ
ル
ー
メ
ン
タ
ー
ル
「
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ

ダ
の
二
諦
説
叙
述
に
対
す
る
動
的
様
相
」

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

こ
れ
ら
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
建
物
を
移
動
し
て

「
解
釈
学
・
学
問
主
義
・
注
釈
技
術
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
す

る
。 学

者
が
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
は
と
て
も
興
味

深
い
論
点
で
あ
る
。
こ
の
パ
ネ
ル
の
後
半
に
は
、
さ
ら
に
次
の
発

表
が
続
く
。

ソ
ナ
ム
・
タ
ク
チ
ェ
「
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
二
諦
説

と
論
理
学
ｌ
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
立
場
を
解
釈
す

る
チ
ベ
ッ
ト
の
二
種
の
在
り
方
」

ダ
ン
・
ア
ー
ノ
ル
ド
「
仏
教
思
想
の
分
析
と
発
展
に
対
す
る

応
答
ご

ウ
ェ
イ
・
シ
ャ
ン
「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
存
在
論
的
解
釈
学
と

の
対
話
に
お
け
る
華
厳
仏
教
の
解
釈
学
的
戦
略
」

ロ
バ
ー
ト
・
サ
ー
マ
ン
「
テ
ン
ギ
ュ
ル
を
翻
訳
す
る
ｌ
ロ
ル
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前
者
の
よ
う
な
発
表
は
、
正
直
に
言
っ
て
、
あ
ま
り
興
味
が
な
い

も
の
で
あ
る
。
西
洋
哲
学
と
仏
教
思
想
を
比
較
す
る
こ
と
に
あ
ま

り
意
味
を
感
じ
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
発
表
の
多
く
は
客
観
的

事
実
よ
り
も
個
人
の
主
観
的
な
解
釈
に
基
づ
く
も
の
が
多
い
か
ら

で
あ
る
。
仏
教
学
者
が
行
う
比
較
思
想
の
方
法
論
は
、
小
谷
野
敦

が
比
較
文
学
の
方
法
論
を
批
判
す
る
よ
う
に
、
客
観
的
な
実
証
主

義
に
耐
え
ら
れ
な
い
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
湯
山
明
に

よ
る
東
洋
学
の
研
究
史
を
実
証
的
に
論
証
す
る
こ
と
が
、
仏
教
学

研
究
に
お
け
る
比
較
思
想
の
手
法
の
よ
い
実
例
と
な
る
。

そ
れ
よ
り
も
、
次
の
ロ
バ
ー
ト
・
サ
ー
マ
ン
の
発
表
の
た
め
の

座
席
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
個
人
的
に
は
彼
の
チ

ベ
ッ
ト
学
の
研
究
成
果
よ
り
も
ユ
マ
・
サ
ー
マ
ン
の
方
に
興
味
が

あ
る
の
だ
が
、
部
屋
が
満
室
に
な
る
そ
の
人
気
が
彼
女
並
で
あ
る

こ
と
に
少
し
驚
い
た
。
今
回
の
学
会
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
学
の
分
野

で
は
、
他
に
多
く
の
優
れ
た
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
だ

ウ
ェ
イ
・
ド
ル
ジ
か
ら
の
手
助
け
」

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

が
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
ミ
ク
ロ
な
専
門
的
領
域
の
も
の
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
お
り
、
専
門
領
域
外
の
学
者
の
興
味
を
引
か
な
い
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
一
般
的
に
名
の
知
ら
れ
た
学
者
の
発
表

が
人
気
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
私
個
人
の
研
究
に
有
益
な
情

報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
心
の
中
で
は
出
国
前
に
読
ん
で
い
た
彼

の
弓
琴
冒
言
ロ
ミ
ミ
伊
邑
ミ
Ｑ
ご
昏
言
爵
心
が
と
て
も
面
白
い
本
だ
っ

た
の
で
翻
訳
権
を
欲
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
同
書
は
年
末

に
鷲
尾
翠
訳
に
よ
り
『
な
ぜ
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
重
要
な
の
か
』

（
講
談
社
、
二
○
○
八
年
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

午
後
に
設
け
ら
れ
た
パ
ネ
ル
は
、
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ホ
フ

ら
に
よ
る
「
仏
教
思
想
の
分
析
と
進
展
二
ｌ
イ
ン
ド
と
チ
ベ
ッ
ト

に
お
け
る
二
諦
説
」
、
ト
レ
ン
ト
・
ポ
ム
プ
ル
ン
に
よ
る
「
イ
ポ

リ
ッ
ト
・
デ
ジ
デ
リ
（
一
六
八
四
’
一
七
三
三
）
の
著
作
に
お
け

る
仏
教
」
、
ピ
ー
タ
ー
・
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ
る
「
ど
の
よ
う
に
し

て
上
座
部
は
上
座
部
な
の
か
二
」
、
ラ
ラ
・
ブ
ラ
イ
ト
ス
タ
イ
ン

と
ロ
ジ
ャ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
に
よ
る
「
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
１
大
印

契
に
接
近
す
る
」
、
ア
ン
デ
ィ
ー
・
ロ
ッ
ト
マ
ン
に
よ
る
「
ア
ヴ
ァ
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ダ
ー
ナ
文
献
の
新
し
い
調
査
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
「
敦
煤
」
と

「
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
思
想
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
午
後
は
「
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
思
想
」
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
。
各
発
表
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

エ
ヴ
ィ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
ル
マ
ン
「
『
六
十
頌
如
理
論
』
と

『
空
性
七
十
論
」
か
ら
見
て
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
を
読
む
」

ア
ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
「
『
根
本
中
頌
』
に
対
す
る
レ
ン
ダ
ー

ワ
の
注
釈
書
」

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
ク
ガ
リ
テ
ィ
「
な
ぜ
我
は
鳴
き
ガ
ラ
ス

の
よ
う
で
は
な
い
の
か
？
ｌ
ア
ー
リ
ヤ
・
デ
ー
ヴ
ァ
の

『
四
百
論
』
に
お
け
る
見
落
と
さ
れ
た
議
論
と
そ
れ
が
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の
伝
統
的
教
義
に
も
た
ら
し
た
か
も
し
れ
な

い
洞
察
」

プ
ラ
モ
ー
ド
・
ク
マ
ー
ル
「
仏
教
論
理
学
の
意
味
論
的
面
ｌ

デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
と
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
ヘ
の
特
別
な
言
及
」

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

こ
れ
ら
の
発
表
は
、
イ
ン
ド
仏
教
の
中
観
と
唯
識
、
並
び
に
論
理

学
の
領
域
を
扱
う
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
仏
教
思
想
史
を
考
察

す
る
際
に
も
、
チ
ベ
ッ
ト
の
論
者
た
ち
の
視
点
が
非
常
な
重
要
な

論
点
を
提
示
す
る
も
の
に
な
り
う
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
見
方
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
る
の
も
問
題
で
あ
る
が
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
献
は
イ
ン
ド
仏
教
思
想
の
解
明
の
補
助
的
資
料

と
も
な
り
う
る
も
の
で
も
あ
る
。

連
日
レ
ジ
デ
ン
ス
と
学
会
会
場
と
の
往
復
で
ア
ト
ラ
ン
タ
を
観

ず
に
帰
国
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
そ
う
な
の
で
、
途
中
で
退
席

し
市
内
観
光
に
向
か
う
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
地
元
の
公
共
交
通

機
関
を
把
握
せ
ず
に
、
市
内
に
出
る
こ
と
が
こ
ん
な
に
大
変
な
こ

ア
ル
ビ
オ
ン
・
バ
タ
ー
ズ
「
す
べ
て
は
心
の
中
ｌ
ゾ
ク
チ
ェ

ン
と
唯
識
の
間
の
類
似
性
に
対
す
る
ロ
ン
チ
ェ
ン
パ
の
論

駁
」

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ヨ
セ
ル
「
仏
教
認
識
論
に
市
民
権
を
与

え
る
」
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と
だ
と
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
ず
大
通
り
に
出
る
が
、
タ

ク
シ
ー
の
空
車
は
全
く
つ
か
ま
ら
な
い
。
し
ば
ら
く
模
索
し
た
の

ち
、
ど
こ
か
の
施
設
に
移
動
す
る
こ
と
を
考
え
歩
い
て
い
る
と
、

迎
車
の
タ
ク
シ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
拾
っ
て
く
れ
た
。
近
く
の
病

院
に
向
か
う
途
中
、
も
う
一
人
を
救
出
し
た
上
で
、
携
帯
電
話
で

別
の
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
で
く
れ
た
。

彼
に
再
度
助
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
せ
ず
に
、
車

を
乗
り
換
え
て
ア
ト
ラ
ン
タ
の
最
大
の
名
所
「
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
・

オ
ブ
・
コ
カ
コ
ー
ラ
」
を
訪
れ
る
。
宿
泊
先
の
ウ
ッ
ド
ラ
フ
・
レ

ジ
デ
ン
ス
、
エ
モ
リ
ー
大
学
だ
け
で
な
く
、
ア
ト
ラ
ン
タ
が
コ
カ

コ
ー
ラ
に
よ
り
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
こ
の
地
を
訪
れ
て
初
め
て

知
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
ア
メ
リ
カ
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

こ
の
コ
カ
コ
ー
ラ
の
総
本
山
で
開
催
し
た
理
由
も
認
識
す
る
の
だ

が
、
半
年
後
に
同
社
の
国
内
の
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
部
の
副
社
長

が
日
蓮
宗
の
総
本
山
に
あ
る
自
坊
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は
予

想
も
し
な
か
っ
た
。
同
社
が
手
が
け
る
世
界
中
の
製
品
を
試
飲
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
は
、
子
供
が
い
た
ら
楽
し
ん
だ
で
あ
ろ
う
な
と
思

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

い
な
が
ら
、
個
人
的
に
は
世
界
各
国
の
テ
レ
ビ
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

の
映
像
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
で
も
同
社
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
映
像
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
販
売
さ
れ
、
話
題
に
な
っ
た
が
、
メ
デ
ィ
ア

論
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
文
化
人
類
学
的
視
点
か
ら
も
興
味
深
い

も
の
で
あ
っ
た
。

『
地
球
の
歩
き
方
』
に
よ
る
と
ア
ト
ラ
ン
タ
の
第
二
の
名
所
が
、

そ
の
隣
に
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
水
族
館
で
あ
る
。
全
米
最
大
の
水
族

館
と
い
う
こ
と
で
、
学
会
発
表
申
し
込
み
の
際
の
ウ
ェ
ブ
上
の
サ

イ
ト
で
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
も
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
秘
か
に

楽
し
み
に
し
て
い
た
場
所
で
も
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
サ
イ
ズ

は
日
本
国
内
の
も
の
よ
り
も
大
き
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
根
拠

の
な
い
期
待
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
大
き
な
水
槽
が

あ
っ
た
が
、
国
内
の
有
名
水
族
館
と
比
べ
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の

た
め
に
ア
ト
ラ
ン
タ
に
行
く
べ
き
と
い
う
程
の
も
の
で
も
な
か
っ

た
。

残
り
少
な
い
自
由
時
間
を
満
喫
し
た
い
と
思
う
が
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
セ

ン
タ
ー
は
見
学
ツ
ア
ー
の
時
間
が
終
わ
っ
て
お
り
、
も
う
一
つ
の
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ア
メ
リ
カ
文
化
で
あ
る
メ
ジ
ャ
ー
・
リ
ー
グ
を
観
て
お
こ
う
と
思
っ

た
。
セ
ン
テ
ニ
ァ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
噴
水
脇
に
あ
る
イ
ン
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
で
ゲ
ー
ム
の
時
間
を
確
認
す
る
と
、
当
日
は
試
合
日

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
だ
時
間
が
あ
る
の
で
、
ピ
ー
チ
ッ
リ
ー
・

セ
ン
タ
ー
に
行
き
書
店
等
で
時
間
を
つ
ぶ
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
モ
ー

ル
な
の
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
南

部
最
大
の
商
業
都
市
の
規
模
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
な
る
。

ウ
ッ
ド
ラ
フ
公
園
で
翌
日
の
原
稿
を
読
み
直
し
た
と
こ
ろ
で
、

タ
ク
シ
ー
を
拾
い
タ
ー
ナ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ド
に
向
か
う
。
と
こ
ろ

が
着
い
た
先
は
閑
散
と
し
て
お
り
、
ゲ
ー
ト
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。

日
本
を
発
つ
前
に
正
し
い
情
報
を
得
て
お
け
ば
と
反
省
す
る
。

夕
食
の
場
所
の
こ
と
を
考
え
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
新
登
場
の
一
一
ユ
ー

タ
ウ
ン
と
あ
る
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
移
動
し
て
も
ら
う
。
工
場
跡
地

に
映
画
館
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
が
設
け
ら
れ
た
地
は
お
酒

落
な
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
あ
る
も
の
の
、
疲
れ
て
し
ま
い
、
結
局

は
ス
ー
パ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
食
事
を
買
っ
て
、
タ
ク
シ
ー
で
寮

に
戻
る
こ
と
に
し
た
。
授
業
を
サ
ボ
っ
て
当
て
も
な
く
東
京
の
繁

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）
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叱
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０
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華
街
を
フ
ラ
フ
ラ
し
た
だ
け
で
何
も
せ
ず
に
帰
宅
し
た
十
代
の
頃

の
よ
う
な
、
悲
し
い
時
間
で
あ
っ
た
。

六
月
二
六
日
い
よ
い
よ
自
身
の
発
表
日
で
あ
る
。
午
前
に
設
け

ら
れ
た
パ
ネ
ル
は
、
ジ
ャ
ン
・
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ホ
フ
ら
に
よ
る
「
仏

教
思
想
の
分
析
と
進
展
三
ｌ
イ
ン
ド
と
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
二
諦

説
」
、
エ
ス
タ
ー
・
マ
リ
ア
・
グ
ッ
ゲ
ン
モ
ス
に
よ
る
「
所
謂
人

間
仏
教
の
単
純
構
造
を
越
え
て
’
二
十
世
紀
の
中
国
・
台
湾
仏
教

の
現
代
性
の
再
解
釈
」
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ワ
ー

ナ
ー
に
よ
る
「
仏
教
の
記
念
像
と
建
築
」
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
シ
ル

ク
に
よ
る
「
大
乗
仏
教
」
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
に
よ
る

「
初
期
仏
教
文
献
に
お
け
る
バ
ラ
モ
ン
と
バ
ラ
モ
ン
教
の
再
提
示
」
、

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
と
ロ
バ
ー
ト
・
メ
イ
ヤ
ー
に
よ
る

「
仏
教
に
お
け
る
治
癒
・
薬
・
長
命
の
理
論
と
実
践
」
、
こ
れ
に

「
民
族
誌
研
究
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
加
え
ら
れ
る
。

午
前
中
は
、
も
ち
ろ
ん
筆
者
も
参
加
す
る
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
シ
ル

ク
「
大
乗
仏
教
」
の
パ
ネ
ル
に
出
席
。
少
し
遅
れ
て
行
く
と
ホ
ー

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

ル
は
満
室
で
、
通
路
に
座
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
数
は
ト
リ
を
勤

め
る
私
の
時
に
は
半
減
し
て
し
ま
う
。
各
発
表
は
、
次
の
通
り
で

あ
る
。

こ
の
パ
ネ
ル
は
、
前
述
の
よ
う
に
前
回
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
か
ら
の

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ワ
ル
サ
ー
「
大
乗
と
は
一
体
何
か
」

ジ
ャ
ン
・
ナ
テ
ィ
エ
「
経
典
に
な
る
ｌ
ど
の
よ
う
に
大
乗
文

献
は
始
ま
っ
た
の
か
」

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
シ
ル
ク
「
大
乗
経
典
間
の
原
典
性
Ｉ
『
迦
葉

品
』
の
事
例
」

堀
内
俊
郎
「
大
乗
仏
教
の
権
威
の
証
明
に
関
す
る
所
見
ｌ
声

聞
乗
と
大
乗
の
議
論
」

エ
リ
ザ
・
レ
ジ
ッ
テ
ィ
モ
「
所
謂
大
乗
経
典
に
お
け
る
保
守

的
逆
流
」

望
月
海
慧
「
『
華
厳
経
』
「
阿
僧
祇
品
」
と
『
入
法
界
品
』
に

お
け
る
算
法
に
つ
い
て
」
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坤
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蒋
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蝕
笠

●
。
●
Ｑ
Ｆ
Ｄ
．
。
．
。
‐
‐
、

灘
咋
恥
蕪
漁

学会発表を行ったホワイト・ホール

続
き
で
あ
る
。
イ
ン
ド
仏
教
史
の
中
で
大
乗
経
典
を
と
ら
え
な
お

す
シ
ル
ク
教
授
の
視
点
は
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
東

ア
ジ
ア
仏
教
的
視
点
に
よ
る
も
の
に
再
考
を
う
な
が
す
も
の
と
な

る
。
私
の
発
表
の
内
容
は
、
①
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
の

『
経
集
釈
』
に
は
イ
ン
ド
の
算
法
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
、
②
そ

こ
で
は
桁
数
を
二
種
に
分
類
し
て
い
る
、
③
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る

『
華
厳
経
』
の
記
述
に
よ
り
イ
ン
ド
数
学
に
お
け
る
最
大
数
が
確

定
さ
れ
る
、
④
『
翻
訳
名
義
大
集
』
に
み
ら
れ
る
同
経
に
基
づ
く

桁
数
の
デ
ー
タ
は
同
経
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
お

り
、
『
華
厳
経
』
の
旧
訳
の
存
在
の
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
発
表
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ー
ル
ビ
ッ
ク
教
授
（
オ

ス
ロ
大
学
）
か
ら
好
意
的
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
、
有
り
難
か
っ
た
。

教
授
は
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
で
の
本
学
会
の
際
に
電
車
の
中
で
お
会
い

し
た
の
が
最
初
だ
が
、
そ
の
時
の
私
の
発
表
レ
ジ
メ
を
ス
コ
イ
エ

ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
第
一
巻
所
収
の
論
文
で
紹
介
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
大
変
に
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
松
田
和
信
先
生
（
仏

教
大
学
）
に
は
、
『
倶
舍
論
釈
』
に
お
け
る
引
用
経
典
に
関
し
て
、
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富
日
巨
写
禺
閉
ョ
国
璽
．
の
語
を
従
来
の
研
究
に
従
い
固
有
名
詞
と
し

て
理
解
し
て
い
た
点
を
、
「
（
大
蔵
経
か
ら
）
抜
け
落
ち
た
経
典
」

を
意
味
す
る
と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
引
用
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
が
困
難
だ
っ
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
言
葉
が
す
で
に

示
し
て
い
た
わ
け
で
、
大
変
に
有
益
な
指
摘
で
あ
っ
た
。

午
後
は
、
学
会
で
用
意
さ
れ
た
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

選
択
肢
は
、
ア
ト
ラ
ン
タ
植
物
園
、
ハ
イ
美
術
館
、
キ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
コ
カ
コ
ー
ラ
と
Ｃ
Ｎ
Ｎ
が
現
在
の
ア
ト
ラ
ン
タ

を
代
表
す
る
も
の
な
ら
ば
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・

ジ
ュ
ニ
ア
は
ア
ト
ラ
ン
タ
が
生
ん
だ
偉
人
な
の
で
、
キ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
を
選
ぶ
。
昼
食
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
か
ら
バ
ス
で
移
動
す

る
が
、
や
は
り
人
気
の
コ
ー
ス
と
な
り
、
一
台
の
バ
ス
で
は
間
に

合
わ
な
い
。
三
○
分
弱
で
、
キ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
に
到
着
す
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
キ
ン
グ
牧
師
の
業
績
を
確
認
す
る

の
だ
が
、
彼
の
暗
殺
が
四
○
年
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
黒

人
の
公
民
権
の
問
題
が
そ
ん
な
に
昔
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
認
識
す
る
。
続
い
て
佐
久
間
先
生
と
キ
ン
グ
牧
師
の
生
家

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

…
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に
向
か
う
。
前
を
歩
い
て
い
た
人
た
ち
が
生
家
の
中
に
入
っ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
、
扉
を
開
け
よ
う
と
す
る
と
、
鍵
が
閉
ま
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
開
け
よ
う
と
試
み
る
と
、
中
か
ら
開
け
て
く
れ
た
。

中
に
入
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
チ
ケ
ッ

ト
の
配
布
を
受
け
て
、
ツ
ア
ー
で
の
見
学
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

佐
久
間
先
生
の
機
転
の
お
か
げ
で
、
前
の
グ
ル
ー
プ
の
ツ
ア
ー
に

入
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
牧
師
の
資
料
が
展

示
さ
れ
て
い
る
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ホ
ー
ル
、
彼
の
父
が
牧
師
を
し
て

い
た
エ
ベ
ニ
ザ
ー
・
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
教
会
（
内
部
に
入
る
こ
と
は

不
可
）
を
見
学
し
、
バ
ス
に
て
大
学
に
戻
る
。

と
り
あ
え
ず
寮
に
戻
り
休
憩
の
後
、
夕
食
に
大
学
に
向
か
う
。

そ
の
後
再
び
寮
に
戻
り
、
『
宝
性
論
釈
』
を
読
み
時
間
を
潰
し
た

後
、
ウ
ィ
ズ
ダ
ム
出
版
社
主
催
の
パ
ー
テ
ィ
に
参
加
す
る
。
寮
と

大
学
の
間
の
往
復
を
何
度
も
繰
り
返
し
疲
れ
て
し
ま
う
が
、
各
国

の
学
者
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
た
。

六
月
二
七
日
一
日
早
く
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
個
人
的
に

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

は
学
会
最
終
日
で
あ
る
。
午
前
に
設
け
ら
れ
た
パ
ネ
ル
は
、
フ
ダ

ャ
・
カ
ン
ダ
ー
ジ
ャ
ャ
に
よ
る
「
国
際
的
見
地
で
の
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー

ル
」
、
パ
ッ
タ
ラ
ト
ー
ン
・
チ
ラ
プ
ラ
ヴ
ァ
テ
ィ
と
ジ
ャ
ス
テ
ィ

ン
・
マ
ク
ダ
’
一
エ
ル
に
よ
る
「
仏
教
の
葬
送
文
化
Ｉ
芸
術
・
テ
キ

ス
ト
・
儀
礼
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
こ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
サ
ロ
モ

ン
に
よ
る
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
写
本
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
教
一
」
、
ク
ラ

ウ
ス
・
デ
ィ
ー
タ
ー
・
マ
テ
ス
に
よ
る
「
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
に
お
け
る
中
観
と
唯
識
の
真
理
の
モ
デ
ル
こ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ミ
ュ
ー
ラ
ー
に
よ
る
「
元
曉
（
六
一
七
’
六
八
六
）
と
彼
の
比
較

仏
教
思
想
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ
イ
と
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
ウ
ェ
デ
メ
ャ
ー
に
よ
る
「
イ
ン
ド
密
教
に
お
け
る

『
芸
術
の
立
場
』
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
「
南
ア
ジ
ア
仏
教
」
の
セ
ク

シ
ョ
ン
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
午
前
は
ク
ラ
ウ
ス
・
デ
ィ
ー
タ
ー
・
マ
テ
ス
に
よ

る
「
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
中
観
と
唯
識
の
真
理
の

モ
デ
ル
」
に
出
席
す
る
。
各
発
表
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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こ
の
パ
ネ
ル
は
、
現
在
の
筆
者
の
科
学
研
究
費
助
成
に
よ
る

「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
『
大
中
観
』
思
想
に
関
す
る
研
究
」

に
全
く
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
個
人
的
に
と
て
も
重
要
な
発
表

ホ
セ
・
キ
ャ
ベ
ソ
ン
「
論
客
と
し
て
の
ト
ル
ポ
パ
ー
『
見
分

別
意
闇
除
去
論
Ｐ
ご
言
、
房
言
ご
ｓ
這
包
唾
ミ
ミ
《
ミ
筐
冨

思
己
』
に
関
す
る
論
評
」

ト
ー
マ
ス
・
ド
ク
タ
ー
「
明
白
な
智
慧
の
方
法
を
求
め
て
ｌ

マ
チ
ャ
・
チ
ャ
ン
チ
ュ
プ
・
ツ
ォ
ン
ド
ゥ
の
中
観
計
画
」

ダ
グ
ラ
ス
・
ダ
ッ
グ
ワ
ー
ス
「
プ
ラ
ー
サ
ン
ギ
カ
と
琉
伽
行

派
を
通
し
て
の
ミ
パ
ン
の
中
道
」

ヤ
ロ
ス
ラ
フ
・
コ
マ
ロ
フ
ス
キ
ー
「
せ
り
合
い
な
が
ら
両
立

す
る
こ
と
Ｉ
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
と
シ
ャ
ー
キ
ャ
・

チ
ョ
ク
デ
ン
と
チ
ュ
ー
タ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ム
ッ
ォ
と
ミ
パ
ン

の
中
観
と
琉
伽
行
の
両
立
性
の
問
題
に
関
し
て
」

槇
殿
伴
子
「
他
空
・
大
中
観
説
に
関
す
る
カ
ト
ッ
ク
・
ゲ
ッ
ェ
・

ミ
パ
ン
の
見
解
」

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

が
並
ん
で
い
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
パ
ネ
ル
に
自
分
が
加
わ
っ
て

い
な
い
こ
と
を
悔
や
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に

後
半
の
発
表
で
は
、
筆
者
が
指
摘
す
る
イ
ン
ド
仏
教
後
期
に
お
け

る
中
観
と
諭
伽
行
の
融
合
の
実
例
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

午
後
に
設
け
ら
れ
た
パ
ネ
ル
は
、
パ
ッ
タ
ラ
ト
ー
ン
・
チ
ラ
プ

ラ
ヴ
ァ
テ
ィ
ら
に
よ
る
「
仏
教
の
葬
送
文
化
ｌ
芸
術
・
テ
キ
ス
ト
・

儀
礼
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
二
」
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
サ
ロ
モ
ン
に
よ

る
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
写
本
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
教
二
」
、
シ
ェ
イ
ン
・

ク
ラ
ー
ク
に
よ
る
「
仏
教
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ア
」
、
ク
ラ
ウ
ス
・

デ
ィ
ー
タ
ー
・
マ
テ
ス
に
よ
る
「
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お

け
る
中
観
と
唯
識
の
真
理
の
モ
デ
ル
ニ
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
「
仏

教
の
精
神
と
瞑
想
の
理
論
」
、
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
」
、
「
論
理
学
と
認

識
論
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
午
後
も
同
じ
パ
ネ
ル
に
参
加
す
る
。
各
発
表
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。
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午
前
に
引
き
続
き
、
こ
こ
で
も
筆
者
の
現
在
の
研
究
内
容
に
対
応

す
る
ト
ル
ポ
パ
や
他
空
説
に
関
す
る
発
表
が
あ
る
。
今
回
の
学
会

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ギ
ン
ズ
「
ロ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
プ
ジ
ャ
ン

パ
の
二
元
論
的
心
（
賂
日
巴
と
原
初
的
認
識
（
冨
呂
閉
）

の
区
別
に
つ
い
て
」

ク
ラ
ウ
ス
・
デ
ィ
ー
タ
ー
・
マ
テ
ス
「
カ
ル
マ
パ
第
三
世
ラ

ン
チ
ュ
ン
・
ド
ル
ジ
ェ
（
昼
震
‐
屋
宅
）
は
他
空
説
の
擁

護
者
だ
っ
た
の
か
？
ｌ
ジ
ェ
・
タ
シ
・
ウ
ー
セ
ル

Ｑ
卸
ご
屋
芸
８
口
言
ご
）
の
著
書
か
ら
の
さ
ら
な
る
文

献
資
料
」

斎
藤
明
「
中
観
派
の
意
味
と
始
ま
り
」

高
橋
晃
一
「
所
謂
「
琉
伽
行
派
」
の
意
味
と
自
己
認
識
に
つ

い
て
」

ツ
ェ
リ
ン
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
「
ト
ル
ポ
パ
・
シ
ェ
ー
ラ
プ
・
ゲ

ル
ッ
ェ
ン
の
著
書
に
お
け
る
唯
識
派
と
中
観
派
間
の
差
異

の
区
分
」

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

肺
瀞
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で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
本
流
で
あ
る
ゲ
ル
ク
派
や
ツ
ォ
ン
カ
パ

の
研
究
よ
り
も
、
カ
ダ
ム
派
や
チ
ョ
ナ
ン
派
の
ト
ル
ポ
パ
の
も
の

が
多
い
の
は
パ
ネ
リ
ス
ト
の
影
響
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
研
究
が
次
の
段
階
に
移
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。

発
表
終
了
後
、
エ
モ
リ
ー
・
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
・

ホ
テ
ル
に
て
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
・
デ
ィ
ナ
ー
が
開
か
れ
た
。
レ
ジ
デ

ン
ス
に
荷
物
を
置
い
て
、
徒
歩
で
ホ
テ
ル
に
向
か
う
。
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
・

ス
タ
イ
ル
の
料
理
で
、
最
後
の
夜
を
楽
し
ん
だ
。
国
際
学
会
で
は
、

発
表
よ
り
も
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
の
カ
ク
テ
ル
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
発

表
の
合
間
の
カ
フ
ェ
・
ブ
レ
イ
ク
、
毎
日
の
ラ
ン
チ
、
そ
し
て
最

後
の
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
・
デ
ィ
ナ
ー
も
大
切
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

今
回
、
そ
れ
ら
を
有
効
に
利
用
で
き
た
か
と
言
う
と
、
反
省
ば
か

り
で
あ
る
。

六
月
二
八
日
最
終
日
の
午
前
に
設
け
ら
れ
た
パ
ネ
ル
は
、
ブ
リ

ジ
ッ
ト
・
ケ
ル
ナ
ー
に
よ
る
「
仏
教
の
自
証
の
理
論
ｌ
解
釈
と
批

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

判
」
、
マ
リ
コ
・
ナ
ン
バ
・
ワ
ル
タ
ー
に
よ
る
「
先
駆
的
翻
訳
者

と
伝
道
者
と
彼
ら
の
伝
え
た
テ
キ
ス
ト
」
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
ゥ

イ
ッ
ト
マ
ン
と
サ
ラ
・
ヤ
コ
ビ
ー
に
よ
る
「
チ
ベ
ッ
ト
人
の
自
伝
・

伝
記
の
再
調
査
」
、
ヨ
ゼ
フ
・
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
る
「
宗
教
・
哲
学

体
系
と
し
て
の
新
た
な
法
華
経
の
独
創
性
の
蘇
生
」
で
あ
り
、
こ

れ
に
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
思
想
」
、
「
東
南
ア
ジ
ア
・
内
陸
ア
ジ
ア
・

韓
国
・
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
」
、
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
資
源
」
の
セ
ク
シ
ョ

ン
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

午
後
に
設
け
ら
れ
た
パ
ネ
ル
は
、
マ
ー
ク
・
デ
’
一
ス
に
よ
る

「
仏
教
の
注
釈
の
伝
統
ｌ
仏
教
の
知
的
歴
史
に
お
け
る
論
証
性
の

越
境
と
テ
キ
ス
ト
の
作
成
」
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
オ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に

よ
る
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
秘
密
仏
教
の
側
面
と
タ
ン
ト
ラ
」
、

ラ
イ
・
ミ
ラ
ー
・
サ
ン
グ
ス
タ
ー
と
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
と

ロ
ー
ラ
・
ハ
リ
ン
ト
ン
に
よ
る
「
チ
ベ
ッ
ト
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に

お
け
る
「
現
代
」
の
使
用
と
誤
用
」
、
タ
オ
・
ジ
ャ
ン
に
よ
る

「
琉
伽
行
仏
教
ｌ
研
究
方
法
」
、
ア
’
一
・
ク
ン
ガ
・
チ
ョ
ド
ゥ
ン
に

よ
る
「
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ァ
と
『
菩
薩
行
論
』
」
で
あ
り
、
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こ
れ
に
「
大
乗
仏
教
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
加
わ
っ
て
い
る
。

最
終
日
は
こ
れ
ら
の
発
表
が
ま
だ
あ
る
も
の
の
、
月
曜
日
の
授

業
の
た
め
に
帰
路
に
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
日
の
時
差
ぼ

け
に
よ
り
早
く
か
ら
目
が
覚
め
た
た
め
に
、
寝
過
ご
す
こ
と
も
な

か
っ
た
。
空
港
ま
で
の
タ
ク
シ
ー
の
手
配
を
考
え
、
レ
ジ
デ
ン
ス

の
廊
下
に
あ
る
電
話
の
使
用
も
考
え
た
の
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
通

り
に
で
て
み
る
。
す
る
と
タ
ク
シ
ー
が
向
か
っ
て
来
る
の
で
、
手

を
あ
げ
て
み
る
と
、
な
ん
と
数
日
前
に
市
内
へ
の
タ
ク
シ
ー
を
手

配
し
て
く
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
「
ま
た
お
前
か
よ
」
と
言

わ
れ
な
が
ら
、
彼
の
迎
車
に
相
乗
り
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、

部
屋
の
鍵
を
戻
し
に
行
く
。
し
か
し
な
が
ら
ポ
ス
ト
に
な
か
な
か

入
ら
ず
、
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
桂
紹
隆
先
生
に
お
手
数
を
か
け

て
し
ま
う
も
の
の
、
何
と
か
空
港
に
向
か
い
、
朝
食
を
と
る
。

帰
路
は
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
経
由
で
あ
る
。
デ
ト
ロ
イ
ト
よ
り
も
距

離
が
あ
る
は
ず
の
こ
の
地
へ
の
到
着
予
定
時
間
が
短
い
こ
と
を
気

に
も
せ
ず
フ
ラ
イ
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
と
、
私
の
時
計
で
は
一
時

間
遅
れ
で
到
着
で
あ
る
。
エ
ン
ジ
ン
全
開
で
駐
機
場
に
い
か
な
い

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

ま
と
め
今
回
で
四
回
目
の
国
際
仏
教
学
会
で
あ
る
が
、
反
省
す

べ
き
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
発
表
内
容
に
つ
い
て
は
、
国
内
の

日
本
宗
教
学
会
で
す
で
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
海

外
で
も
発
表
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
自
負
は
あ
っ
た
。
『
翻

訳
名
義
大
集
』
に
拾
わ
れ
た
語
彙
と
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
翻
訳
テ

キ
ス
ト
の
間
に
は
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
イ
ン

ド
数
学
に
お
け
る
最
大
数
の
確
定
な
ど
貴
重
な
発
見
を
提
示
で
き

た
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
文

か
な
ど
と
思
い
な
が
ら
飛
行
機
を
降
り
、
乗
り
継
ぎ
便
の
出
発
ゲ
ー

ト
に
走
っ
て
向
か
う
と
、
そ
こ
に
あ
っ
た
時
計
は
一
時
間
遅
れ
で

あ
っ
た
。
ア
ト
ラ
ン
タ
と
は
、
一
時
間
の
時
差
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
一
七
年
前
は
こ
こ
か
ら
マ
イ
ア
ミ
、
ナ
ッ
ソ
ー
へ
飛
ん
だ
こ

と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
ピ
ザ
を
食
べ
て
時
間
を
過
ご
す
。
こ
こ

で
留
守
番
の
家
族
に
お
土
産
を
と
も
考
え
て
い
た
が
、
何
も
な
く

ア
メ
リ
カ
の
駄
菓
子
で
す
ま
し
て
し
ま
い
、
使
う
機
会
も
な
か
っ

た
米
ド
ル
紙
幣
を
残
し
た
ま
ま
帰
国
便
の
機
中
に
入
る
。

－41－



献
を
研
究
し
て
い
る
立
場
と
し
て
は
、
こ
の
発
表
は
成
功
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
研
究
し
て
い
る
立
場
と
し

て
は
、
そ
れ
ら
の
パ
ネ
ル
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
大
変

に
残
念
で
あ
る
。
前
回
の
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
の
学
会
で
は
辛
嶋
静

志
先
生
が
複
数
回
の
発
表
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
今

回
の
学
会
で
は
ト
ル
ポ
パ
の
『
二
諦
陽
光
論
』
に
関
す
る
発
表
も

行
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。

ま
た
今
回
の
学
会
の
全
体
的
印
象
と
し
て
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

に
関
す
る
欧
米
の
研
究
成
果
の
進
展
を
十
分
に
認
識
し
た
。
我
が

国
の
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
も
決
し
て
欧
米
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
が
、

組
織
的
研
究
の
必
要
性
も
実
感
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
数

年
前
に
友
人
の
伏
見
英
俊
先
生
（
関
西
大
学
）
よ
り
ご
指
摘
い
た

だ
き
、
」
。
ご
葛
言
註
８
皇
国
員
昼
ミ
ｓ
の
創
刊
に
至
っ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
編
集
内
容
も
考
え
る
必
要
性
を
感
じ
た
。

最
後
に
、
本
稿
が
、
学
会
の
報
告
と
い
う
よ
り
も
、
筆
者
の
ア

メ
リ
カ
南
部
珍
道
中
記
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
容
赦
願
い
た
い
。

学
術
的
報
告
に
つ
い
て
は
他
の
研
究
者
に
よ
り
な
さ
れ
る
と
思
わ

第
十
五
回
国
際
仏
教
学
会
報
告
（
望
月
）

れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
学
会
参
加
報

告
を
記
し
た
ま
で
で
あ
る
。
な
お
、
本
報
告
の
外
国
人
研
究
者
名

前
の
表
記
に
つ
い
て
は
筆
者
の
推
定
で
し
か
な
い
の
で
、
本
来
の

発
音
を
誤
っ
て
記
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
詳
し
い

プ
ロ
グ
ム
に
つ
い
て
は
、
学
会
の
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
含
詳
冒
受

急
ぎ
急
蔚
呂
四
○
Ｐ
の
日
○
ご
・
＆
員
冨
房
邑
宝
）
も
参
照
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
な
お
、
次
回
の
第
十
六
回
大
会
は
台
北
に
あ
る
法
鼓
山

仏
教
学
院
に
お
い
て
二
○
二
年
六
月
二
○
’
二
五
日
に
開
催
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
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